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　新しい年を迎え、早1ヶ月が経とうとしています。新年を皆様どのように過ごされ
ましたでしょうか。
　さて、昨年の漢字一文字は「災」が選ばれたのは皆様ご存知のことと思います。
昨年を振り返ると、「2018年」は記録的な大規模災害が頻発した年でした。島根県
西部地震、大阪府北部地震、西日本豪雨、北海道胆振東部地震、台風21号、24号の
直撃など、平成最後の年は記憶に残る年になったのは私だけでしょうか。「災」害
を感じさせた年でもありますが、防「災」意識も高まった年だったのではないで
しょうか。「大阪府北部地震」や「台風21号」の直撃を受け、これまでに経験したこと
のない自然災害の恐ろしさを肌で感じ、白島荘でも改めて防災対策を見直しまし
た。一時的ではありますが、白島荘においては停電、光明の郷ケアセンターにおい
ては断水を実際に経験したことで、有事の際の実際の動きを私自身も考えさせられ、学ばさせていただいた
と感じています。自然災害が起こった際に、継続して事業運営が行えるように飲料水や食料品、ガスや電気、
消耗品などの備えはもちろんのこと、人手も必要です。
　人手といえば、昨今福祉業界では人材が大変不足しており、人材の確保と離職防止対策は白島荘でも取り
組みを行っています。その取り組みの一つとして、「白島荘子ども学習教室」を開校しています。学習期の子を
持つ職員が仕事を休む要因のひとつとして挙げられるのが、土日祝日や台風、大雨などによる学校の休校の
際です。このような場合に子どもを連れて出勤可能な体制を整えることを検討し、現在実施しています。対象
者や利用日時、感染症などの施設へのリスク回避のための利用制限、また、子の責任は親である職員がきち
んと持つことなどの規程を作成の上、開校しています。この取り組みにより、これまで休まざるを得なかった
職員が出勤可能となり、人材の確保に繋がっていると共に、ご入居者にとっても、「子どもの世話をしてあげ
たい」と生活の活力や笑顔が多く見られ良い影響となっています。また、親が福祉現場で働いている姿を子
どもが見ることで、情操教育の一旦となることも期待できます。大阪府北部地震の際にもこの制度を利用し、
職員が施設に駆けつけ、人手の確保に繋がりました。この度の取り組みについては、働きやすい職場環境作

りの一つとして、大阪府知事より「おおさか介護かが
やき表彰」にて表彰をしていただきました。今後もこ
の取り組みを継続しながら、高齢者や障がい者、子
どもが自然と集える白島荘へと発展させていきたい
と思います。
　今年は年号が新しく変わる年でもあり、初心に返
る気持ちで、一つひとつのサービスを丁寧に届けら
れるよう努めて参ります。今後とも皆様方のご支援、
ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます

地域交流スペース等の共用スペースでの学習風景 ユニットでのお手伝い 法人主催のイベント
「子どもわくわく体験」参加風景
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滋賀県大津市の生まれです。大学卒業後、25歳
の時に結婚し、2人の息子に恵まれました。ジョギ
ングや散歩、編み物が好きで、主人のベスト等を沢
山編みました。面倒見が良いとよく言われ、皆さん
と楽しくお話ししたいです。
よろしくお願いします。

私は大正生まれの93歳です。温泉旅行に亡き妻と
北海道～沖縄まで行きいい思い出です。今はお話と
食べる事に関心があります。今後ともよろしくお願い
します。 井村　督様

濱地静江と申します。滋賀県で生まれ、兄
妹は3人、実家はお寺でした。専門学校卒
業し、手芸の仕事をして26歳の時に結婚し
ました。2人の子供に恵まれ、専業主婦とし
て過ごしてきました。主人が定年退職して
から、夫婦で旅行などをして楽しみました。
大人しい性格ですが、元気に過ごしていき
たいと思います。
宜しくお願いします。 濱地 静江様

山田 敏子様

広島県出身じゃけぇ、今でも広島弁が抜
けんのじゃ。子どもの頃は親の都合であ
ちこち引っ越し、海や山に囲まれてのびの
び育ったからのぉ。みんなと楽しく元気に
過ごしとるよ。 佐藤 政代様

好きな食べ物はお寿司でそ
の中でも巻き寿司が好きで
す。みなさん優しくて、ご飯も
美味しいです。白島荘にいる
のが楽しいです。よろしくお
願いします。

中井 節子様

好きな食べ物は梨でお化粧やネイルで綺麗にす
るのが好きです。着けているカチューシャや帽子を
褒められると、照れるし恥ずかしいけど喜びます。
よろしくお願いします。 小西 照子様

長崎出身で五人兄妹の上から二番目です。俳句
を作ったり、編み物が得意です。若い頃はテニスを
して、体を動かすのが好きです。おてんばですが、
よろしくお願いします。 福井 京子様

髙岡映子と申します。昭和4年6月22日の大阪生まれです。4人兄弟で実家は塗
料の会社を経営していました。子どもの頃は、身体も丈夫で病気一つしませんで
した。性格は真面目で20歳の時に結婚し、３人の娘に恵まれました。また、箕面山
野草の会に入会し、草花を育てたり、旅行に行くなどをして過ごしていました。他
に彫金・社交ダンス・水泳が趣味です。歌を歌うことも好きなので、機会があれば
参加したいと思います。今後ともよろしくお願いします。 髙岡 映子様

華の家近況華の家近況
❶「第４回、華の家サロンでの様子」
業務用ラップの芯を使っての棒体操です。童心に帰り、
参加のご家族含め笑顔が途切れません。
❷「介護予防指導士による、楽しい体操」
「華の家」の午後のレクリエーションでの一面です。
介護予防指導士の資格を活かし、活力ある体操が行われます。皆さん、嬉しそうですがとても
まじめに取り組んでおられます。
❸「小川を挟んだお隣のお店」
玄関から１００メートルほどの所にあるお店に、ケーキセットを食べに行きました。初めての場所で少し
緊張しています。少しだけ贅沢な時間を過ごされ「おいしかった、また行きたいわ」と皆さん足取りも軽くお帰りです。
　寒くなると、服も着込んで動きにくくなりますね、「華の家」では体の内側からも暖かくなる支援に努めています。特に
レクリエーションの体操では、指導士の溢れんばかりの活力に引っ張られ、終わるころには一枚上着を外すほどです。
「元気で明るい、そして笑顔で優しい」住まいをめざし、日々を過ごしています。　　　　　　　　　  　　 （担当：秋元）

家族会会長　西村　幸子
　巷ではさまざまな国際問題、オリンピック、平成最後の〇〇、大阪万博と話題がいっぱいで退屈しないでお過ごし
のことと思います。
　私は相変わらずのだらだらした日々を送っていますが、昨年末に訪れた北陸の小さなお寺で「そわかの法則」とい
う言葉を教えていただきました。まず、“そ”は掃除、（心を含む）心も美しくする。“わ”は笑い、あくせくしないでゆとりを
持つ。“か”は感謝、＜全てのことにありがとう＞の気持ち。改めて自身に言い聞かせて、実践できればと思っています。
　昨年の漢字は「災」でしたが、本年は事故もなく平穏な日々が流れ、明るい字が発表されることを祈ります。白島メイ
トのみんなにとって幸せな日々が続きますように。本年もよろしくお願い申し上げます。

新年のご挨拶を申謹んでし上げます。
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　今回のよもやま話はユニットでの外出の話です。11 月 16 日にハイビス
カスユニットで日本庭園に行き、参加されたご入居者のご家族も同行されま
した。まず日本庭園をバックに記念撮影をした後、お土産屋で買い物をしま
した。久しぶりの外出を楽しまれている姿が見られました。日本庭園での買
い物では自分の物だけではなく、「娘の分も買いたい」と巾着袋を買われる
方や、ソフトクリームを嬉しそうに召し上がる方もおられ楽しまれていまし
た。日本庭園に向かう道中では「ここは昔妻とよく通った道だ」と昔の事を思
い出しておられる方もいました。最後はバラ園の前で記念撮影をして、万博
公園内を満喫できました。今後もご入居者だけでなく、ご家族も一緒に楽し
める外出を企画し、実施していきたいと思います。　 　　　 （担当：森田）

　やわらか食はただ刻むだけではなく、しっとりとまとまるような加工をして提供し
ていますが、現在栄養科では一歩進んだやわらか食に取り組んでいます。その取り
組みの一つとして10月から白身魚、鯖、鮭、牛肉、豚肉でソフミートという食材を導入
しました。ソフミートは歯ぐきでつぶせるほどやわらかいソフトな食感で、飲み込みが
しやすい食材です。食べやすい形態ですが、味も美味しく、ご入居者の中にはまずソ
フミートから食べ始める方もいらっしゃいます。
　そして、付け合わせの野菜は重曹１～２％で炊くと、形のあるままとてもやわらか
くなり、歯のない方でも食べていただきやすくなる特性を利用して調理しています。
野菜によってはやわらかくなりすぎて形がなくなってしまったり、どうしてもすじが
残ってしまったりとまだまだ試行錯誤の毎日ですが、『味が美味しく、安全で、見た目
も美しい』そんな形態を目指しています。やわらか食についての皆様のご意見をお
待ちしていますので、どんどんお寄せください。　　　　　　　　 　  （担当：板野）

　こんにちは、機能訓練指導員の佐々木です。
　白島荘では今年度、ご入居者がより自由で自分本意の活気ある生活が過ごせ
るように、ユニットケア委員会で「自律」というものに着目し学びを図りました。
「字が間違ってるんじゃない？」という言葉を職員から問われる事がありますが、
間違いではありません。介護現場でよく使われる「自立」は起き上り・立ち上りな
どの基本的動作や食事・整容・入浴等における日常生活動作等を独りで安全に
毎日行えるかという内容です。一方、「自律」は介助等の種々の手助けが必要で
あればそれを利用しながら、自らの人生や生活のあり方を自らの裁量と責任で
決定し自らが望む生活目標や生活様式を選択して生活する事となります。
　高齢者の施設で用いるのはどちらが適切かと言えば後者であると私は考えます。自身が好きな事やしたい事
をする環境にいる時、その笑顔は何よりも輝いているはず。新たな生活舞台でたくさんの輝く笑顔を咲かせて頂
く為に、我々は今後とも邁進していきたいと思います。

今年度から食事形態の極きざみ食が
やわらか食に変わりました。

施設という名の新たな生活舞台

豚肉の生姜焼き（付け合わせキャベツ）

鯖の味噌煮（付け合わせごぼうの煮物）
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機 能 訓 練 棒サッカー棒サッカー
白島グラディエーターズ いざ出陣！

　寒さが少し身に染みる１１月２２日　昨年同様　豊泉家千
里体育館（旧豊中市立千里体育館）で行われた「棒サッカー
協会主催　第６回棒サッカー全国大会」に参戦しました。
　大会に参戦するにあたり、各ユニットに呼びかけ、参戦
できるご入居者を中心に練習を重ねてきました。練習で
は戦闘モード全開！！！ハリキリ過ぎて「前に転倒するので
は？！」とヒヤヒヤする場面もありましたが、「これはいけ
る！！」と、いざ会場へ。今年の目標は「得点しよう！」応援に
も力が入りました。一回戦は良いところまでいきますが…
得点ならず。しかし、職員一同思いました。
　「前年度とは違う。手ごたえが・・・あるぞこれは」
　さぁ二回戦。何度も何度もゴールまで近づきますが、は
じき返され…やはり無理か…と思った瞬間ゴール！！！！！！な
んと1点奪うことができました。そして、またまたゴー
ル！！！！！2点も奪うことができたのです。そう、私たちは勝っ
たのです。と言いたいところですが、結果は負けちゃいま
した（笑）
　「対戦相手に圧倒されたかな？」「安全ベルトに緊張し
前に出れなかったかな？」など監督・コーチの配慮に反省
点は多々ありますが、今回の反省点を活かし来年度は
「一回戦突破！」を目標にしたいと思っています。みなさん
応援お願いしま～す　ｐ（＾＾）ｑ　　　  （担当：澤田・朴）

　今年度のボランティア交流会は、22名とたくさんのボランティア
の方が参加してくださいました。まずは、皆様の活動を聞かせていた
だくために自己紹介からスタートしました。お一人おひとり丁寧にわ
かりやすく活動内容を話してくださり、皆様の協力のおかげで、白島
荘はよりよい運営ができているのだと痛感しました。
　まだまだ話し足りないご様子もあり、昼食時はどのテーブルも話が
弾んでおり、にぎやかな雰囲気で心も体もポカポカになりました。昼
食後は、グループホーム「華の家」と特養の取り組み発表があり、もっ

と施設のことを知ってもらいたいという思いで、今回初の試みとなる施設見学会を行いました。特
養は、ハイビスカス・バジル・オリーブユニットとグループホーム「華の家」を見学していただき、職員
とご入居者とのふれあい、ボランティアの方々にも実際のケア風景を感じて頂きました。ボラン
ティアの方からは「自分が行く施設がどのような構造で、どのような取り組みをしているのか意外
と知らないことばかりでした。今回は勉強になりました。もっと他のユニットも見てみたいです」と
感想を頂き、説明する職員はドキドキで「上手に伝えることができたかな？」と心配で
したが大成功でした。
　最後に生活介護「フレンドカラー」の職員と一緒に苔玉の作成をさせて頂
き、まるまると可愛らしい苔玉ができて「可愛い～！大事にします」と言ってく
ださいました。
　今年度も、参加してくださった皆様のたくさんの笑い声と笑顔に囲まれ
て職員一同幸せな時間を過ごさせて頂きました。「白島荘に行きたい！！」と
思っていただけるよう、これからも精進していきたいと思います。（担当：大西）

ボランティア交流会
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　光明の郷相談支援センター「はくしま」で障害者（特定と児
童）の計画相談を承っております。箕面市ではまだまだ課題や
ニーズがたくさんあり、解決に向けて少しずつ把握を行い、今
後何ができるのかを検討しながら、ご利用者に寄り添ってその
人らしい生活を送っていただけるようサポートしていきます。
箕面全域を担当させていただいていますが他市でも承ってお
ります。
　障がいサービスのこと、更新申請、グループホームや入所施
設等の情報やまた今の生活で何か困っていることや相談した
いことがあれば気軽にご連絡ください。お待ちしております。
（担当：平櫛）

　地域活動支援センターでは、
12月にクリスマス演奏会を行い
ました。12月19日に箕面市立光
明の郷ケアセンター、12月21日に特別養護老人ホーム白島荘
にて演奏会を開催しました。初めは緊張されていましたが、演
奏会が終わると、「やったー」と笑顔でおっしゃられ達成感を味
わう事が出来ました。また、「来年もしたい」とおっしゃる方もい
らっしゃいました。その他の活動としては箕面市立光明の郷ケ

アセンター周辺を散歩し
たり、活動部屋のオブ
ジェ作り等を行ったりと
日々楽しく活動していま
す。箕面市立光明の郷ケ
アセンターにお越しの際
は是非3階にも足を運ん
で頂ければと思います。
（担当：浦松）

高齢者デイサービスの紹介高齢者デイサービスの紹介

　「光明の郷ケアセンター」では随時、見学・相談・体験の受け
入れを行っております。お気軽にお問合せ下さい。

相談支援センターの紹介相談支援センターの紹介

　小規模多機能型居宅介護事業所
「ひねもす」では季節ごとに壁画作りを行っています。
　クリスマスにはご利用者と共にツリーに飾り付けをし、ささ
やかながらプレゼントをお渡ししました。また、座りながらでも
全身運動が出来、身体機能が維持できるようにDVDでの映像
を取り入れた体操を行っており、皆様楽しんで取り組まれてい
ます。季節感のあるイベントを開催することで季節を感じて頂
き、笑いの絶えない「ひねもす」であるために職員一同これか
も取り組みを行っていきます。
　随時、相談や見学、体験利用の受け入れを行っていますの
で、お気軽にお問い合わせ下さい。　　　　　　（担当：岡田）

　白島荘生活介護事業所「フ
レンドカラー」では、紙漉き作
業、名刺作業、本の修理、苔玉
作り等を中心に生産活動を
行っています。お正月のお品書
きを紙漉きで作成しており、そ
の注文が５５０枚入りました。

　
ご利用者も俄然やる気が湧いて活
気がみられました。
　また、他にもクラフト誕生日カード
の注文も普段より多くあったため、
工賃がたくさん入ると喜んでおられ
ます。作業以外にも演奏会、外出活
動、レクレーション等を行っており、
日々ご利用者と一緒に楽しく過ごさ
せて頂いています。光明の郷ケアセ
ンターにお越しの際には是非3階に
もお立ち寄り下さい。  （担当：浦松）

　１階の高齢者デイサービスで
は「健康的に美しく笑顔あふれ
るサービスを提供します！」とい
うコンセプトの下、イベント等を
企画してより楽しく有意義な時
間を過ごしていただけるように
取り組んでいます。その一つが
みかん風呂やゆず風呂といった
季節に応じて毎月1回「かわり
湯」を実施しています。
　また、「ハンドマッサージ」や

「メイクとおしゃれの日」
など健康と美のイベント
企画や、踊りや歌や音楽
など演芸を通して笑いも
お届けしています。これか
らもいろいろな楽しいイ
ベントを開催していきます

白島荘生活介護事業所
「フレンドカラー」の紹介
白島荘生活介護事業所
「フレンドカラー」の紹介

小規模多機能
「ひねもす」の紹介
小規模多機能
「ひねもす」の紹介

のでお楽しみにして下さ
い。詳しくは毎月発行し
ているイベントカレン
ダーをご覧ください。イ
ベント目的の臨時利用も
早い者勝ちで受け付けて
います。　  （担当：宮島）

地域活動支援
センターの紹介
地域活動支援
センターの紹介
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編集後記 新年あけまして、
おめでとうございます。

平成31年が始まり、昨年お世話になった皆様には感謝申
し上げます。今年も皆様の笑顔を溢れさせ、施設内だけで
はなく地域にも笑顔でいっぱいになるよう職員一同、ご入
居者・ご利用者のためにこれからも精進していきますの
で、よろしくお願い致します。

　こんにちは。白島荘居宅介護支援事業所「はくしま」の高橋と申します。
　こちらでは介護等に関する相談業務をはじめ、プラン作成等をさせていただいています。介
護について困りごと等ありましたら、お気軽にお声をかけて下さい。経験豊富なスタッフがそ
ろっていますので、柔軟に対応させていただきます。

　「介護保険とは聞くけれどもいざ利用しようとすると、何をどうしたらよいか、全くわからない！」というお声
をよく聞きます。確かに初めての方にとっては、何から始めればよいかさっぱりわからないのが本音だと思いま
す。そんな時はぜひ、「はくしま」までご連絡下さい。今後とも、よろしくお願い申し上げます。

入所、ご利用についてのご相談なども含め、お気軽にお越しくださ
い。なお、見学をご希望される方は事前にお電話にてご予約いただ
いた上、お越しくださいますようお願い致します。特別養護老人ホー
ム以外にもデイサービスセンターやケアマネージャー、ホームヘル
パーなどのご相談、ご利用についてなども、まずはお電話下さい。

見学・受付について

○お問い合わせ
担当　大西・朴☎ 072-724-5511

苦情内容について平成
30年度
　　　　　平成30年4月からこれまで、数件のご意見を
いただいています。
　内訳は、特養1件、ショートステイ3件、居宅介護事業所1
件、デイサービス1件、小規模多機能型居宅介護事業所1
件、で、内容は職員の言動に関すること3件、ケアの内容に
ついて3件、送迎に関すること1件の7件でした。
　苦情内容は苦情解決委員会にて報告し、第三者委員の
方々にも参加していただき、解決手順や改善内容に対し
て貴重なご意見を頂戴しながら、ご入居者、及びご利用者
にとって安心で満足できるサービス提供に繋げています。

対象事業：居宅介護支援事業所
ケアマネが訪問時、ご家族よりご利用者本人のデイサー
ビス利用について相談をしたが「本人様が納得していな
いのでまだ利用は早いのではないか。家族様と本人様と

で話し合いをしてから利用を決められるほうがいい」と言わ
れ、家族としては介護負担軽減のために色々と相談してきたが
なかなか伝わらず、話し方も冷たく感じるため担当を変えてもら
いたいとのご意見をいただきました。

後日、在宅サービス科長と管理者でご自宅に訪問し、嫌な
思いをさせてしまったことを謝罪しています。居宅のケア
マネジャー全員にも今回の件の周知を行い、ご家族・ご利

用者への言動や態度に気をつけるよう指導しています。ご
家族より「今後も居宅介護支援事業所「はくしま」にお世話にな
りたい」とのお言葉を頂いたので、現在は新しい担当ケアマネ
ジャーに引き継ぎ、ケアマネジメント、ご家族との関係構築に努め
ています。

対象事業：デイサービス
団地前の道をふさぐように白島荘の送迎車が停まって
おり困っているため改善してもらいたいとのご意見を
いただきました。

通行の妨げにならないように停車位置を変更しまし
た。地域より安心感を抱いてもらえるよう努めていま
す。ただし、停車位置がご利用者の住居より少し離れた

場所になるため、台風や豪雨等の場合はご利用者の安全
面を配慮して住居近くに停車させていただくことを了承いただ
いています。

活動内容 お話相手、行事補助、クラブ活動、喫茶補助、
その他何か取り組みたいことなどあれば
お気軽にご連絡下さい。

特別養護老人ホーム白島荘、光明の郷ケアセンターなどでの
ボランティアに興味のある方はお電話下さい。

★ボランティア募集★

○お問い合わせ
担当　藤森☎ 072-724-5511☎ 072-724-5511

○未経験者大歓迎！必要なのは“ガッツ”と“優しさ”だけ。
○しっかりサポートします！充実の研修体制。
　＊実務経験が効率よく積めます。

私たちと一緒に働きませんか？
しっかり同行・研修いたしますので安心です。
資格が取れるようにサポートいたします。

★介護職員募集★

○お問い合わせ
担当　高上☎ 072-724-5511☎ 072-724-5511

未経験者
大歓迎！


